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日本バレーボール学会第 24 回学会大会開催報告
　日本バレーボール学会第 24 回学会大会を山梨学院大学において開催した。以下に開催報告を記す。
■開催日  2019 年 3 月 2 日（土）・3日（日）
■会場   山梨学院大学（甲府市酒折２−４−５）
   スポーツ科学部棟、16 号館講義室
■テーマ  これからの課外活動におけるコーチングを考える
■主催   日本バレーボール学会
■共催   山梨学院大学
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司会：安田貢（山梨学院大学）
演者：山田芳樹（山梨県教育庁スポーツ健康課　課長補佐）
　　　笠野英弘（山梨学院大学　准教授）
　　　アーマツ・マサジェディー（VC長野トライデンツ　コーチ）
　　　増村雅尚（崇城大学　准教授）
 【一般研究発表】
　一般研究発表では 16 演題のポスター発表があり、活発な質
疑応答や意見交換が行われていました。
 【オンコートレクチャー】
　体育館においてオンコートレクチャーが行われました。今回
のオンコートレクチャーは『現場に活かせるスポーツバイオメ
カニクス』をテーマに増村雅尚氏に講師を行っていただきまし
た。
　今回は高価な測定機器ではなく、身近なタブレット端末など
を活用して、即時的フィードバックがどのように対象者に活用
できるのか、セッターのトス、ディグ、およびブロックについ
てモデルチームで実演してもらいました。
文責：安田　貢
学会大会に参加された皆様
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